
予算要求資料
令和２年度当初予算　　支出科目　款：商工費　項：観光費　目：観光開発費
	事業名　岐阜関ケ原古戦場記念館整備事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　商工労働部 観光国際局 関ケ原古戦場整備推進課　開館準備係

電話番号：058-272-1111（内3109）

　　　　　　　                        E-mail：c11337@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　1,412,281千円（前年度予算額：2,964,986千円）

＜財源内訳＞　

	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財 産

収 入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	2,964,986
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	2,668,400
	296,586

	要求額
	1,412,281
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,412,281

	決定額
	1,412,281
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,271,000
	141,281


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
東京オリンピック・パラリンピック開催、関ケ原合戦420周年などの節目を迎える2020年に向け、国内外に高い知名度を誇る関ケ原古戦場を広域周遊観光の核とすべく取り組んでいる。一方で、関ケ原古戦場には誘客の拠点となる施設がなく、また、古戦場の回遊へと誘うためのガイダンス機能も不足している。

このため、関ケ原古戦場の新たな観光拠点、また、関ケ原の戦いを紹介し、史跡巡りに誘うガイダンス拠点となる施設を新たに設置することで、関ケ原古戦場への観光客受入環境を整備する。

（２）事業内容

関ケ原の戦いの詳細やその歴史的意義などを紹介し、広域周遊観光の核となる岐阜関ケ原古戦場記念館（旧称：関ケ原古戦場ビジターセンター（仮称））を整備する。

令和２年度は、前年度に引き続き、建築工事及び展示製作を継続し、７月１７日オープン、１８日供用開始とする。

（３）県負担・補助率の考え方

2015年3月に策定した「関ケ原古戦場グランドデザイン」に基づき、県が実施する事業であるため、県負担が妥当。
（４）類似事業の有無　　無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	報償費
	84
	公共建築関係検討委員会委員報酬

	旅費
	28
	業務旅費及び検討会委員費用弁償

	需用費
	14,985
	現場確認のための公用車燃料費、館内消耗品

	役務費
	834
	仮使用認定申請、完了検査手数料、輸送時保険料等

	工事委託料
	10,477
	建築工事監理委託費

	業務委託料
	891,152
	館内展示制作委託費、公式webサイト等システム制作

	使用料
	1,848
	館内備品等保管倉庫借上

	工事請負費
	442,652
	記念館工事請負費

	備品購入費
	50,196
	記念館館内什器・備品（机、ロッカー、倉庫棚、サイネージ等）

	公課費
	25
	印紙

	合計
	1,412,281
	


	　決定額の考え方　

　財源については、県債を活用することとします。



４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ
「清流の国ぎふ」創生総合戦略

３　地域にあふれる魅力と活力づくり

（2）次世代を見据えた産業の振興　④観光産業の基幹産業化

（２）後年度の財政負担

　　　開館後は、維持管理経費が発生する。とりわけ、関ケ原の戦いに関する稀少な史料の収集や適切な保管管理、また、分かりやすく関ケ原の戦いを学んでもらうための映像展示や体験コーナーなど当館ならではの業務や設備については、他の県有施設にはない維持管理経費が見込まれる。
（３）事業主体及びその妥当性
博物館機能を備えた施設であり、適切な史料保管や施設運用、学芸機能が重要となるため、県博物館や県美術館と同様に県直営施設として県執行が妥当。
事業評価調書（県単独補助金除く）
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・古戦場の整備を通じ、関ケ原古戦場の更なる魅力を創出し、観光客数の増加を図るとともに、関ケ原古戦場を核とした周辺地域の周遊観光を振興する。


（目標の達成度を示す指標と実績）
	指標名
	事業

開始前
	指標の推移
	現在値

(前々年度末時点)
	目　標
	達成率

	観光消費の経済波及効果
	  － 億円
（H - ）
	4,601億円

（H28）
	4,175億円

（H29）
	4,172億円

（H30）
	5,000億円

（R2）
	83.4 ％

	観光入込客数（実数）
	  － 万人（H - ）
	4,696万人
（H28）
	4,556万人
（H29）
	4,603万人
（H30）
	4,600万人

（R2）
	100.1 ％

	外国人延べ宿泊者数
	  － 万人
（H - ）
	 101万人
（H28）
	98万人
（H29） 
	  148万人
（H30） 
	150万人

（R2）
	98.7 ％


○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	・岐阜関ケ原古戦場記念館の建築設計及び展示設計を完了し、建築工事及び　
展示製作に着手


（前年度の成果）

	・議会、地元関係者及び有識者の意見も踏まえながら、岐阜関ケ原古戦場記念館の建築設計及び展示設計を完了
・東京オリンピック開催前となる2020年7月を目途としたオープンを目指し、整備予定を前倒して、建築工事及び展示製作に10月に着手


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

　○：必要性が高い　　△：必要性が低い

	(評価)

○

	2020年に向け、東海環状自動車道の全線開通など交通インフラの充実が進む中、これを観光誘客の拡大に最大限活かしていくため、県と関ケ原町が連携の上、古戦場の再整備等を進めていく必要がある。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおりまたはそれ以上の成果が得られている

　△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○
	関ケ原古戦場への来訪客数は取組み開始前と比べ、着実に増加しており、概ね期待どおりの効果が得られている。


	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている　　△：向上の余地がある

	(評価)

○
	建築資材等が高騰を続けている中、早期着手により工事費の縮減など効率化を図った。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　　工期の適切な管理と開館後の適切な維持管理の確保。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

2020年７月の開館に向け、継続すべきである。開館後の古戦場振興の取組みや古戦場の中核拠点としての館の活用について、地元関ケ原町、有識者、観光事業者、交通事業者など幅広い分野からの参画や助言を受け、検討及び実行していく。


 （他事業と組み合わせて実施する場合の事業効果）
	組み合わせ予定のイベント又は事業名及び所管課
	

	組み合わせて実施する理由や期待する効果　など
	


